
“にいがた冬　食の陣”

当日座で冬の味覚満喫
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市　報　に い が た （4）平成15年２月２日第　　　号1875

市 民 伝 統 文 化 祭
問い合わせ 市芸術文化振興財団（�内
線2160）へ
会 場

市　民
プラザ

新　潟
大　和

NEXT21・1階
アトリウム

日　時

２月７日～９日
午前10時～午後６時

２月６日～11日
午前10時～午後７時

２月８・９日
�午後０時半から
�午後２時半から

茶席、生け花展、邦
楽演奏、新潟漆器・
陶芸作品の展示

新潟漆器展、茶席、
生け花展、邦楽演奏

�特別ステージ（茶道・
華道・邦楽）
�芸能プラザにいがた座

内　容

図書館ボランティアの集い
日時 ２月16日午後２時～３時半
会場 東地区公民館
内容 講演「市民と歩む図書館をめざし
て」西野一夫（川崎市立麻生図書館館長）、
交流会、ほか　対象 成人先着35人
申し込み 沼垂図書館（�241-4116）へ

行政・人権相談所
日時 ２月７日午前10時～午後０時半
会場 新潟大和
申し込み 当日直接会場へ

行政相談 公共団体などの仕
事への苦情・要望

新潟行政評価事務所
（�224-1100）
新潟地方法務局人権擁
護課（�222-1563）

家庭内、親族・近隣
間のもめごと、ほか人権相談

相談内容 問い合わせ先

市ホームページ・モバイル情報一時停止
日時 ２月９日午前８時～午後８時
問い合わせ 情報政策課（�内線2139）へ

エ コ ー プ ラ ザ
問い合わせ 同プラザ（�270-3009）へ
�リサイクル品展示提供
期日 ２月13日まで　※あす３日・２月
10日は休館　公開抽選日 ２月16日
�サンデーリサイクル
申し込み 直接同プラザへ
期日

きょう2日

２・９
午前10時～正午
午後１時～３時

紙すき教室

リサイクル
デコパージュ

-
プラスチック
製の粉洗剤容
器、エプロン

時間（随時受け付け） 内 容 持ち物

確定申告相談特設会場を開設
日時 あす３日～３月17日午前９時～11
時、午後１時～３時半　※土・日曜、祝
日を除く　場所 県商工会館（新光町）
問い合わせ 新潟税務署（�229-2151）へ
※２月14日までは還付申告相談のみ。
２月17日からは譲渡所得と贈与税の相
談も受け付け

東 地 区 公 民 館
申し込み　�は当日直接会場へ、�は同
館（�241-4119）へ
�子育ての情報交換・親子交流
対象 未就園児と保護者

�環境セミナー「通船川ものがたり」
日時 ２月18日～３月22日午前10時～
正午（火・土曜全５回。３月22日は午
後１時半～３時半） 定員 先着30人
内容 通船川の自然環境と人の関わり

平成15年住宅・土地統計調査にご協力を
10月１日に全国一斉に住宅・土地統

計調査を行います。調査に先立ち、２月
上旬までに指導員が単位区設定のため、
調査区域を巡回し、現況確認をしますの
で、ご協力をお願いします。
問い合わせ 総務課（�内線2117）へ

期　日
2／3・10・17・24
2／4
2／12・19・26

会　場
東地区公民館
木戸公民館
大形公民館

時 間
午前10時～午後2時

午前10時～正午

市
と
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大

賞
実
行
委
員
会
で
は
、
「
に

い
が
た
マ
ン
ガ
大
賞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
２
月
22
・
23

日
に
開
催
し
ま
す
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

第
５
回
に
い
が
た
マ
ン
ガ
大

ど
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
サ
イ
ン
会
は
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

日
時

２
月
22
・
23
日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
ギ
ャ

ラ
リ
ー

�
サ
イ
ン
会
（
２
月
22
日
）

定
員

水
島
新
司
さ
ん
、
魔

夜
峰
央
さ
ん
各
50
人

申
し
込
み

２
月
10
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
水
島
さ
ん
・
魔
夜
さ

ん
の
別
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
、
文
化
振
興

課
（
�
内
線
２
１
５
３
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

賞
を
記
念
し
て
の
も
の
で
、

最
終
審
査
員
を
務
め
た
、
本

市
出
身
の
漫
画
家
、
水
島
新

司
さ
ん
と
魔ま

夜や

峰み
ね

央お

さ
ん
を

迎
え
て
の
サ
イ
ン
会
や
、
同

大
賞
の
受
賞
作
品
の
展
示
な

にいがたにいがた�
マ ンマ ン ガ�大賞フェスティバル大賞フェスティバル�

水島水島さん・魔夜・魔夜さんのサイン会のサイン会�

2/22・23

にいがた�
マ ン ガ�大賞フェスティバル�

水島さん・魔夜さんのサイン会�

水島新司さん 魔夜峰央さん

市女性センター・アルザ　男性対象講座

“彼氏”と“彼女”の言い分
日時 ２月21日午後７時～９時
申し込み ２月17日までに同センター
（�246-7713）へ
※カップルに限り女性の参加も可

冬
の
味
覚
を
満
喫
し
て
も

ら
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
新
潟

の
冬
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
、
毎
冬
12
月
か
ら
３
月
ま

で
行
っ
て
い
る
「
に
い
が
た

冬
　
食
の
陣
」
。
体
の
し
ん

か
ら
温
ま
る
鍋
を
味
わ
え
る

当
日
座
を
、
今
年
も
２
月

８
・
９
日
に
開
催
し
ま
す
。

市
内
４
カ
所
の
特
設
会
場

に
は
、
地
元
の
新
鮮
な
素
材

を
使
っ
た
料
理
約
５
万
食
を

用
意
。
料
亭
・
割か

っ

烹ぽ
う

の
板
前

さ
ん
や
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
が

自
慢
の
腕
を
振
る
い
ま
す
。

柳
り
ゅ
う

都と

鴨
鍋
、
ボ
ル
シ
チ
、

キ
ム
チ
チ
ゲ
な
ど
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
今
年
は
新

潟
の
野
菜
で
作
っ
た
イ
タ
リ

ア
ン
リ
ゾ
ッ
ト
「
新
潟
と
き

メ
キ
鍋
」
が
新
登
場
し
ま

す
＝
表
１
＝
。
価
格
は
ど
れ

も
１
杯
３
０
０
円
で
す
。

ま
た
、
古
町
会
場
で
は
、

13
も
の
具
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
「
に
い
が
た
十と

三み

汁じ
る

」

も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

日
時

２
月
８
・
９
日
午
前

11
時
〜
午
後
５
時
こ
ろ

※
古
町
会
場
で
は
、
県
内
外

の
物
産
品
・
特
産
品
を
販
売

す
る
「
食
の
大
物
産
市
」
も

開
催
し
ま
す

�
食
市
座
（
た
べ
あ
る
き
）

本
市
と
近
郊
の
参
加
店
・

宿
泊
施
設
が
、
食
の
陣
ス
ペ

シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
＝

表
２
＝
。
さ
ま
ざ
ま
な
新
潟

の
冬
の
魅
力
を
楽
し
め
ま
す
。

�
食
の
器
展
「
憩
う
」

食
の
陣
11
回
目
に
ち
な
ん

で
「
碗ワ

ン

・
椀ワ

ン

」
を
テ
ー
マ
に
、

新
潟
ゆ
か
り
の
人
々
の
自
慢

の
椀
や
秘
蔵
の
碗
を
展
示
。

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
想
い
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

２
月
６
日
〜
９
日
午

前
10
時
〜
午
後
７
時
（
９
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

会
場

新
潟
伊
勢
丹

問
い
合
わ
せ

食
の
陣
実
行

委
員
会
（
�
２
２
２
・
６
６

６
７
）
へ

芸
妓
の
舞
プ
ラ
ン

食
事
付
き
鑑
賞
会

古
町
芸
妓
の
あ
で
や
か
な

舞
を
、
市
内
の
料
亭
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
・
会
場

２
月
８
日
…

一
〆
・
大
善
、
３
月
８
日
…

か
き
正

時
間

正
午
〜
午
後
２
時

定
員

各
回
先
着
50
人

参
加
費

７
０
０
０
円

申
し
込
み

新
潟
三
業
協
同

組
合
（
�
２
２
２
・
２
２
３

７
）
へ

「
み
な
と
ま
ち
新
潟
の
情

緒
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は
、
市
と
ま
ち

の
魅
力
再
発
見
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
、
に
い
が
た
寺

町
か
ら
の
会
と
で
実
施
。
ま

ち
が
持
つ
固
有
の
香
り
や
魅

力
に
つ
い
て
考
え
る
ほ
か
、

あ
か
り
を
使
っ
た
ま
ち
の
演

出
方
法
に
つ
い
て
の
講
演
も

行
い
ま
す
。

日
時

２
月
８
日
午
後
２
時

〜
５
時

会
場

長
音
寺
（
夕
栄
町
）

講
師

面
出
薫
（
照
明
探
偵

団
団
長
）、
ほ
か

定
員

先
着
70
人

参
加
費

５
０
０
円

申
し
込
み

中
央
公
民
館

（
�
２
２
３
・
７
０
７
０
）
へ

�
あ
か
り
演
出
実
験

シ
ン
ポ
当
日
の
夕
方
か

ら
、
実
際
に
あ
か
り
を
使
っ

て
の
あ
か
り
演
出
実
験
を
、

市
内
４
会
場
で
実
施
し
ま

す
。

日
時

２
月
８
日
午
後
５
時

〜
７
時

会
場

上
大
川
前
通
12
、
茂

作
小
路
、
曙
公
園
、
長
音
寺

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

へ

み
な
と
ま
ち
新
潟
を
考
え
る

２
月
８
日
に
シ
ン
ポ
を
開
催

表１　当日座各会場のメニュー
会　場

古町５～８番町

万 代 シ テ イ

新　潟　駅　前

新潟ふるさと村

メ　ニ　ュ　ー
柳都鴨鍋、ボルシチ、鮭ののっぺ鍋、親父の握る
生寿司、ピリ辛四川風鍋、新潟ときメキ鍋、あつ
あつ鯨汁、にいがた十三汁、地酒カクテル、ほか

ボルシチ、キムチチゲ、ほか

柳都鴨鍋、中華粥、ほか

ボルシチ、日本海ブイヤベース鍋、渡り蟹のチ
ゲ鍋、佐渡のかき鍋、ほか

表２　食市座（たべあるき）の内容

※「食の陣」の赤いのぼりが参加店の目印です

コ ー ス 内　容 期　間

２月中

３月31日まで

３月31日まで

３月31日まで

３月までの
毎月第３週

２月16日まで

３月31日まで

３月30日まで

ふるまち料亭の味

すし三昧
「食の陣大漁にぎり」

自慢の夕食・逸品

特選ウイーク

地酒カクテル　　
「雪やなぎ」
にいがた　　　
味の冬場所

にぎりにお土産の巻物付
き。今年初登場

新潟を代表
する料亭・
割烹の味を
楽しめる

○芸妓の舞コース
（予約制）
○暖簾の味コース
（予約制）

○割烹スタンド

料亭や寿司
屋の味を気
軽に味わえ
る

○料亭のランチ
（予約制）
○日本海ちらし
○日本海にぎり

各店自慢の一品が堪能で
きる

県外客向けの宿泊プラン。食
事のみを楽しむプランもあり

地酒を使った食の陣オリ
ジナルカクテル

ざ ん ま い

２
月
８
・
９
日

げ

い

ぎ

の れ ん

昨年の“にいがた冬　食の陣”当日座（古町会場）

がに

がゆ

冬
に
な
る
と
気
に
な
る
歌
が
あ

り
ま
す
。

「
雪
降
ら
ば
ゆ
か
む
と
君
に
ち

か
ひ
た
る
　
そ
の
新
潟
に
雪
ふ
る

と
い
ふ
」（
吉
井
勇
）

雪
の
新
潟
に
思
い
を
は
せ
て
く

れ
た
そ
の
人
は
、
実
際
に
冬
の
新

潟
を
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
の

疑
問
が
わ
い
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。「

実じ
つ

が
あ
る
な
ら
冬
枯
れ
三み

月つ
き

花
の
三さ

ん

月が
つ

誰
も
く
る
」
と
の
古こ

謡よ
う

も
新
潟
に
は
あ
り
ま
す
。
本
当
に

思
い
が
あ
る
の
な
ら
、
訪
れ
る
人

が
少
な
く
て
切
な
い
冬
場
に
来
て

下
さ
い
ね
。
花
の
咲
く
季
節
に
な

れ
ば
み
ん
な
来
て
く
れ
る
ん
で
す

か
ら
―
―
と
い
う
よ
う
な
意
味
な

の
で
し
ょ
う
。

湊
・
新
潟
が
舟
人
た
ち
で
大
い

に
繁
盛
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
冬

の
誘
客
は
新
潟
の
大
き
な
課
題
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
冬
の
新

潟
を
に
ぎ
や
か
に
し
よ
う
と
、
今

季
も
「
に
い
が
た
冬
　
食
の
陣
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
月
8
・
9

の
両
日
に
は
10
種
類
以
上
の
鍋
や

地
酒
、
す
し
な
ど
が
味
わ
え
る
当

日
座
が
あ
り
、
私
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

食
の
陣
は
「
厳
し
い
冬
に
街
頭

で
鍋
を
食
べ
る
人
な
ん
て
い
な

い
」
と
の
当
時
の
常
識
を
覆
し
た

と
こ
ろ
に
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
新
潟
の
食
の
豊
か
さ

を
実
感
す
る
場
と
も
な
り
ま
し

た
。駅

南
け
や
き
通
り
の
光
の
ペ
ー

ジ
ェ
ン
ト
も
関
係
者
の
努
力
で
定

着
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
新
潟
の
冬
を
楽
し
む
新

た
な
試
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
民
有
志
が
つ
く
る
「
に
い
が

た
寺
町
か
ら
の
会
」
で
は
、
昨
年

の
大
み
そ
か
に
、
西
堀
の
お
寺
の

参
道
に
蝋ろ

う

燭そ
く

を
と
も
し
、
鐘

し
ょ
う

楼ろ
う

を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
両
親

と
一
緒
に
除
夜
の
鐘
を
突
き
に
来

た
女
の
子
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
素
敵
な
新
潟
が
幼
い
心
に

焼
き
付
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
会
で
は
今
月
8
日
、

下
町
で
「
あ
か
り
演
出
実
験
」
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
雪
景
色
の
中
、

新
し
い
新
潟
像
が
浮
か
び
上
が
る

と
い
い
で
す
ね
。

市

長

随

想

新
潟
の
冬
を
明
る
く
す
る
、
こ

ん
な
市
民
の
宝
探
し
、
宝
物
づ
く

り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
を
皮
切
り
に
、
月
初
め
の

市
報
に
い
が
た
に
エ
ッ
セ
ー
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
は
「
ひ
こ
う
き
雲
」
と
し
ま
し

た
。
欧
州
空
路
な
ど
の
真
下
に
当

た
り
、
空
の
十
字
路
と
も
い
わ
れ

る
新
潟
で
は
、
冬
晴
れ
の
日
な
ど

に
飛
行
機
雲
が
よ
く
見
ら
れ
ま

す
。
新
潟
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
「
ひ
こ
う
き
雲
」
に
託
し
て
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�１�


